
学校番号 １０６ 

令和５年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 世界史Ｂ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 新選世界史Ｂ （東京書籍出版） 

副教材等 歴史展示館 世界史のパビリオン（東京法令出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

2 年次の世界史Ｂから継続して世界史を学ぶ授業です。16世紀の宗教改革から産業革命、帝国主義

の台頭、第一次世界大戦など近世史から近・現代史をヨーロッパ史中心に東洋史やアメリカ史など

も並行させながら、現代世界の成り立ちを理解します。 

 

２ 学習の到達目標 

世界史Ｂのまとめとして、中世から近現代に至る過程を学び自己の世界史的視点を形成する。また

形成した歴史的視点と日本史Ｂでの学びを加え、未来の形成者としての歴史観を持つことで国際社

会を主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

歴史的・地理的事象に

対する関心と課題意識

を高め、意欲的に追 

究するとともに、国際

社会に主体的に生き国

家・社会を形成する 

日本国民としての責任

を果たそうとする。 

歴史的・地理的事象か

ら課題を見いだし、我

が国及び世界の形成 

の歴史的過程と生活・

文化の地域的特色を世

界的視野に立って多 

面的・多角的に考察し、

国際社会の変化を踏ま

え公正に判断して、 

その過程や結果を適切

に表現している。 

歴史的・地理的事象に

関する諸資料を収集

し、有用な情報を適切 

に選択して、効果的に

活用している。 

我が国及び世界の形

成の歴史的過程と生

活・文化の地域的特色

についての基本的な

事柄を理解し、その知

識を身に付けている。 

評
価
方
法 

授業プリント 

ワークシート 

発問評価 

授業態度 

定期考査 

授業プリント 

ワークシート 

発問評価 

定期考査 

授業プリント 

ワークシート 

定期考査 

小テスト 

発問評価 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

第
３
部 

諸
地
域
世
界
の
結
合
と
変
容 

第９章 産業社会と国民国家

の形成 

１ 産業革命 

２ アメリカ合衆国の独立 

３ フランス革命とナポレオン 

４ ウィーン体制と１８４８年 

革命 

５ 国民国家の建設と国際 

関係の推移 

６ ヨーロッパの文化 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

a: 産業革命の発生要因、アメリカ

の独立革命の経緯とその思想的背

景、フランス革命の経済的・思想

的背景、ナポレオンの政策と革命

の継承点、ウィーン体制と 1848 年

革命の経緯と歴史的背景、国民国

家の建設について 

 

b: 産業革命の進展による資本主

義体制の確立と格差などの社会問

題・労働問題、アメリカ独立革命

における近代市民社会の原理、フ

ランス革命とアメリカ独立革命の

対比、ナポレオン戦争と国民国家

の理念の普及、1848 年革命が与え

た影響、国民国家の建設による国

際関係の変化について考察した結

果を表現できる。 

 

c: 産業革命期の地図や図版，都市

の人口増を示す表などの諸資料、

「独立宣言」「人権宣言」や革命

期のおもな党派などの資料、ナポ

レオンの活動を表現した絵画や図

版などを適切に活用している。 

 

d:産業革命が最初にイギリスに起

こった理由、技術革新と交通機関

の改良、資本主義体制が世界市場

に与えた影響、イギリスの北アメ

リカ植民地の状況、独立戦争の経

過と合衆国憲法の特徴、フランス

革命前の社会構造、革命の進展過

程、皇帝ナポレオン誕生の背景や

その大陸支配の経過について基本

的な知識を身につけている。 

 

定期考査 

授業プリント 

ワークシート 

発問評価 



  

第１０章 世界市場の形成と

アジア諸国 

１ ヨーロッパ諸国のアジア 

進出 

２ 西アジアの変動 

３ 南アジア・東南アジアの 

変動 

４ 東アジアの変動 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

a.ヨーロッパ勢力のアジア介入に

よるアジア地域の変容、東南アジ

アの植民地化、清朝の支配の動揺

と近代化への取り組み、清朝の冊

封体制の解体と日本の台頭および

東アジアの国際秩序の再編につい

て意欲的に学習しようとしてい

る。 

 

b. 西アジアにおけるイスラーム

の伝統回帰やアラブ人のナショナ

リズムの芽生え、インド大反乱の

背景、アヘン戦争後の社会不安と

動乱、日本の明治維新と近代化が

アジア諸国に与えた影響について

考察した結果を表現できる。 

 

c. 教科書に掲載されている 19 世

紀の西アジアとバルカン半島の地

図や図版、インド・東南アジアの

植民地化を示す地図、図版や写真、

ロシアの東方進出や東アジアへの

動向をあらわす地図、諸資料を適

切に活用している。 

 

d.オスマン帝国支配の動揺と改

革、アラブ諸民族の覚醒、イラン・

アフガニスタンの動向、インド・

東南アジア諸国の植民地化の過

程、ヨーロッパ諸国の干渉による

清朝の動揺と近代化改革、日本の

開国と台頭による東アジア国際秩

序の再編について、基本的な知識

を身につけている。 

 

 

 

 

 

 

定期考査 

授業プリント 

ワークシート 

発問評価 



２
学
期 

第
４
部 

地
球
世
界
の
形
成 

第１１章 世界の分割 

１ 世界を支配する人々 

２ アジアの民主主義と 

国家建設 

３ 世界の一体化 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

a.欧米列強の国内の緊張の高ま

り、植民地獲得や勢力圏拡大の競

争と列強の二極分化、第一次世界

大戦発生の背景、日本を含む帝国

主義列強の侵略とアジア諸国にお

ける民族運動の形成について、関

心を持って学習しようとしてい

る。 

 

b.第２次産業革命と各国の帝国主

義の動き、欧米列強の支配による

世界の一体化と世界各地の社会の

変容に与えた影響、アジア諸地域

におけるナショナリズムの運動の

展開と現在の国際状況や問題との

関連について考察した結果を表現

できる。 

 

c. 教科書に掲載されている移民

や列強の海外植民地面積の比較

図、カリブ海地域やアフリカ・ア

ジア・太平洋地域の関連地図、同

盟・協商関係図、東アジアにおけ

る列強の勢力圏を示す地図や図版

を活用し，現在に残る影響を把握

しようとしている。 

 

d. 帝国主義の性質と、欧米列強諸

国の国家・社会の変化、欧米列強

による世界各地の分割や植民地化

をめぐる競合と、支配された地域

社会の抵抗と変容、アジア諸国の

改革と民族運動の形成について、

基本的な知識を身につけている。 

 

 

 



  

第１２章 二つの世界大戦 

１ 第一次世界大戦 

２ ヴェルサイユ体制と 

ワシントン体制 

３ アジアの独立と革命 

４ アメリカ合衆国の繁栄 

５ 世界恐慌と自由主義への 

挑戦 

６ 第二次世界大戦 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

a. 第一次世界大戦勃発の経緯、戦

時外交と総力戦の性格、ソ連成立

に至るロシア革命の進展、戦間期

の国際協調と平和への取り組みの

挫折の理由、アジアの民族運動、

イタリア・ドイツ・日本のファシ

ズム化と第二次世界大戦勃発の関

係について関心をもって学習しよ

うとしている。 

 

b.第一次世界大戦の原因や性格、

ロシア革命の意義と影響、ヴェル

サイユ・ワシントン両体制の全貌、

帝国主義国と民族運動の高揚の関

係、ファシズム運動、第二次世界

大戦の複合的で複雑な性格と戦後

の国際社会の方向性との関連につ

いて考察した結果を表現できる。 

 

c.教科書に掲載されている第一次

世界大戦の関連地図、新兵器など

の図版、ドイツ国境を中心とした

ヨーロッパの地図、ドーズ案後の

資本の国際的循環を示す諸資料、

1920～30 年代の中国，第一次世界

大戦後の西アジアの地図，図版・

写真など、世界恐慌中の工業生産

の推移を示す諸資料、日中戦争の

地図、ヨーロッパ戦線や太平洋戦

争の地図，図版・写真などを適切

に活用している。 

 

d.第一次世界大戦とロシア革命が

世界情勢にもたらした変化、ヴェ

ルサイユ体制下の欧米諸国の動

向、アジア・アフリカの民族運動

の展開、世界恐慌以降の欧米諸国

の動向や東アジアの状況，第二次

世界大戦に至る過程と戦争規模の

拡大、戦争の惨禍、米ソの国際的

地位の高まりについて基本的な知

識を身につけている。 

 



３
学
期 

 

第１３章 戦後世界の形成と 

変容 

１ 冷戦の展開と第三世界 

２ 平和共存と多極化 

３ アメリカ経済の動揺と 

国際秩序の変容 

４ 冷戦の終結とその後の 

世界 

５ ２１世紀を生きる私たち 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

a.冷戦の構造と進展、アジア諸地

域の独立と建国時の困難、朝鮮戦

争後の国際的な緊張・融和、オイ

ル＝ショック以降の先進国の社会

変容や新自由主義的改革、途上国

の工業化について、関心をもって

学習しようとしている。 

 

b.東欧諸国の社会主義化とアメリ

カ合衆国の「対ソ封じ込め」政策、

アジア諸地域の民族運動と干渉国

の関係、西欧や日本の経済的な復

興や高度成長、第三世界の台頭と

キューバ危機以降の米・ソの政策、

中東戦争の経過、ソ連の改革と冷

戦の終結について考察した結果を

表現できる。 

 

c.教科書に掲載されているドイツ

とベルリンの分割図、第二次世界

大戦後のアジア諸地域の独立を示

す地図や図版、朝鮮戦争の戦場を

あらわす地図、冷戦時代の諸同盟

や先進国の経済成長率などの諸資

料、図版・写真、中東戦争による

イスラエルの領土拡大をあらわす

地図などを、適切に活用している。 

 

d.国際連合を柱とした戦後の世界

秩序の形成、冷戦体制の確立、ア

ジア諸地域の独立、朝鮮戦争後の

「雪どけ」と平和共存への試み、

西欧や日本の復興と経済成長、第

三世界の連帯の動き、キューバ危

機やベトナム戦争、中ソ対立やソ

連の東欧諸国に対する介入、西ド

イツの東方外交による緊張緩和の

進展、オイル＝ショックなど戦後

政治の転換期の動向や冷戦終結へ

の取り組みについて基本的な知識

を身につけている。 

 

 

 

 



※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


